
ふじのくに生物多様性地域戦略

～中間見直しの概要～

静岡県自然保護課
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資料１令和４年度浜名湖環境活動団体・意見交換会



ふじのくに生物多様性地域戦略

南アルプス 富士山

伊豆半島

【本県の特徴的な地域】

浜名湖
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生物多様性とは

3



本県の動植物数

１.３万
種
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生物多様性に迫る4つの危機
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静岡県の絶滅危惧種

動物 176種
植物・菌類 442種
計 618種

カテゴリー 基本概念

絶
滅
危
惧

ⅠA類 ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が
極めて高いもの

ⅠB類 ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生で
の絶滅の危険性が高いもの

Ⅱ類 絶滅の危険が増大している種

準絶滅危惧 存続基盤が脆弱な種

【絶滅のおそれのある種数】
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絶滅速度の加速

恐竜時代には、1000年で1種
の生物が絶滅したと考えられて
いますが、今では1年間に4万
種以上の生物が絶滅している
と報告されています。
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生態系のバランスが崩れると・・・

三次消費者

二次消費者

一次消費者

生産者

南アルプスの食物連鎖模式図

出典：南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画《静岡市域版》

高次消費者

生態系ピラミッド
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生物多様性の損失による私たちへの影響

食材の減少や偏り、価格の高騰、
食料不足が生じる可能性

花粉を運ぶハチ
等がいなくなる
と、受粉できず
育つことができ
ない植物が出て
くる可能性

森林が失われると、土砂崩れの
発生や水資源が枯渇する可能性

植物や菌類等の成分からつく
られる医薬品の開発ができな
くなる可能性 9



生物多様性の重要性

人類の生活のいしずえ、命のみなもと

・酸素、水、食料、衣服、住宅などの供給の源

・土砂流出防止の役割

・民話、食文化、風習、お祭りなどの文化の源
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（活動例①）富士山外来種撲滅大作戦
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（活動例②）南アルプスの防鹿柵設置

ニホンジカの
増加!!
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（活動例③）アカウミガメの保護活動
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「生物多様性」とは何か知っていますか？

Q：「生物多様性」という言葉や意味について、

どの程度知っていますか。（R2県政世論調査）

Ａ：１ 知っている

２ 聞いたことがある

３ 聞いたことがない
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地域戦略の中間見直し①

年度 地域戦略の期間

2018（Ｈ30） 計画初年度

2022（Ｒ４） 中間見直し ※概ね5年後

202７（Ｒ9） 計画期間終了 ※10年間

計 画 名 ：ふじのくに生物多様性地域戦略

位置づけ：生物多様性基本法第１３条第１項に

基づく地域戦略

今回
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地域戦略の中間見直し②

章 項 目

第1章 生物多様性地域戦略とは

第2章 生物多様性地域戦略の現状と課題

第3章 戦略の基本的な考え方

第4章 行動計画

第5章 地域別個別計画

第6章 推進体制・進行管理

ふじのくに生物多様性地域戦略の全体構成

⇒ 今回は、社会情勢を踏まえた計画等の更新を実施
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地域戦略の中間見直し③

「浜名湖」についての記載状況（第４節抜粋：見直し前）
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地域戦略の中間見直し④

【行動方針11】 河川・湖沼・湿地の水辺のつながりの確保

【 第 4 節 】 浜名湖

・外来植物の分布拡大により、在来植物や地域固有の
生態系を破壊するおそれがあるため、外来植物の除
去対策が必要。

・次世代の環境保全の担い手の育成も考え、高校生の
参加を促し、継続的な活動につながるよう、民間団体
等の取組を支援する。

「浜名湖」に関係する計画の修正

⇒ 外来植物の除去対策などについて追記予定
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地域戦略の中間見直し⑤

ホームページの掲載状況（県自然保護課）
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